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国立民族学博物館研究報告  1巻2号

視 覚 的 思 考 を め ぐ る 覚 え 書

泉  幽 香*

1.は じめに一 課題提起一

摠視 覚か ら思考へ

 一 視覚的思考の両義性一

 1・「視覚言語」-M.C.エ ッシャー

             の場合一

 2.非 対象 の対象 一 ワシ リー ・カンデ

    ィンスキ ーの場合一

皿.知 覚か らの思考 と 「言語知覚」

1,知 覚内知覚間関係

2,イ メージと言語

3,知 覚 の反転 一 その可能性 と限界,

  課題の再認識一

1.は じ め に一 課題提起

 「幼児が抽象的思考を習得するのは,

耳で聞くことにくわえて,目 でみること

が重要な契機 となる。 したがって視覚欠

陥児にたいする最大の課題のひとつは,

視覚に替わる感覚でいかに抽象的思考を

発達させうるかである。現在は,四 肢の

指に弱電波で文字のかたちを触れさせ,

触覚を媒介にして抽象的思考の発達を幾

分なりとも実現させる方法 を とって い

る1)」。

 いままでは視覚あるいはそれを包括す

る知覚 と思考とは,あ いいれないものと

考えられてきた。しかし近年,身 心欠陥学

や発達心理学のめざま しい実験的諸成果

のなかでは,抽 象的思考の発達に欠かす

こ との で きな い もの と して,視 覚 だ けで

な く知 覚 が 注 目 さ れて き た。 また哲 学 の

領 域 か ら も知覚 の本 質 的 要素 と して 思考

が 考 え られ て きて い る2)[MERLEAU-PO-

NTY,1945:pp.3-8] oこ の こと は,知

覚 が もの の か た ち とか 形 態 を そ の ま ま生

き た もの と して把 え る こ と,す なわ ち対

象 の全 体 把 握;「 生 」 の 哲学 に対 応 す る

「生 」 の対 象 把 握 に 深 く関 連 し て い る

[PIAGET,1960:PP.110-170]。 換 言 す

れ ば,言 語 に表 現 で き な い こ と の 「意

味」,す な わ ち 「物 」 とか 「もの とみ な

され る もの」,行 為 自体 に よ って しか現

わ せ な か った り,表 象 しえ ない もの と言

語 の 問 題 が,思 考 と知 覚 の対 応 と して顕

わ れ て くる。 この思 考 と知 覚 の か か わ り

方 に も,以 下 の よ うに さ ま ざ まな か た ち

*国 立民族学博物館第5研 究部

1) 新谷守,1975,

 教育学部講 義ノー トよ り
2)

「視覚欠陥学一 視覚障害児教育の内容および方法論について」,東北大学

 私は自分 を科学 の領域内に 閉 じこめて しまうわけにはゆかない。 私が 世界について知って

いる0切 の ことは,た とえそれが科学 によ って知 られ たものであって も,ま ず私 の視界か ら出

発 してそれを知 るのであって,科 学 とは,こ の世界経験(experience du monde)の 二次的な表

現で あり,科 学 は知覚され た世界につ いての一つの規定 また は説 明 にす ぎ な い[MERLEAU-
PONTY,1945:PP・3-8]o
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泉 視覚的思考をめぐる覚え書

図1 思考 と知覚 の かかわ り方

がある(図1参 照)。

 ⑨知覚 と思考が分離 しない状態一 思

考 と知覚は,こ とば と音と音楽が不分離

な状態である場合には,詩 であったり,

音楽であった り,壁 画とか用具の文様,

建築様式等々,さ まざまなかたちのなか

で認識され,か つ表現される3)。

 ①知覚 と思考が分離 し,知 覚には芸術
            

が,思 考には言語が対応するものと考え

られる。

 ②思考が言語を準拠枠としておこなわ

れ,知 覚さえも言語の枠組のなかでおこ

なわれる。① と②の併存は西欧文明の中

核をなしてきた。

 ③思考が知覚の準拠枠にのっとってお

こなわれ,ま た、知覚が思考の本質的要

素 となっている。 その際,知 覚に よる

「生きた」対象把握がなされる。 このよ
                                                             

うな対象認識の際の認識手段を仮に知覚
                

(視覚 ・聴 覚 ・触 覚)言 語 と して お こ う。

 ④ 知 覚 に よ って認 識 した ものを,言 語

を媒 介 と した 知覚 とぶつ け る こ と に よ っ

て,潜 在 的 で は あ れ,絵 画 的 ・音 楽 的 ・

時 空 間 的(た と えば 沈 黙 とか 空 の よ うな)
       り                           の            

色彩を帯びた言語によって表象 ・表現す

る。このような表象 ・表現手段 としての

言語を,仮 に言語知覚としておく。次に

⑨から④までの対応と関係を図1を 参照

3)
.客 宇を もつことで,人 間の語彙 は拡が って くるが,言 語の意味 はともす ると重二 あ指未歯

 な機能 に限定され,抽 象的 にな る。 言葉 は音楽の発生 と深 く関連す るので,言 葉を指示的 な機

 能と して用いる時はその響 きは犠牲 にされて しまう[武 満,1976:pp.29-33]。 ことばと音 と

 音楽が不分離 な状態,言 葉が指示 的機能に限定 されず,音 ・音楽が はっきり した具体的事象 と

 結びついている場合には,思 考 と知覚が不分離 な状態で見 いだせ る。 このような状態への回帰

 が 「認識するために言語の詩的犠牲を発見する必要があ る」[CHARBoNNIER,1961:p・167]と い

 うような響きを失わない詩的 ことばの評価 として再認識 されてきている。
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しなが ら考 え て み よ う。

 「仮 に,あ る未 来 の 時点 か ら歴 史 的 な

回顧 を した とす れ ば,ヘ ブ ライ ・ギ リシ

ャに起 点 を発 し,お よそ現 代 ま で続 い た
                        

西 欧 文 明 は,も っぱ ら〈 言語 表 現 〉 に依

存 して い た ひ とつ の 時 代 と して み えて く

る だ ろ う」[STEINER,1972:P.124]。 西

欧文 明社 会 あ る い はそ の 影響 下 に あ る人
                          

び とに と って,文 字 を とお して認 識 ・理
 

解 し,記 憶 し,語 り,書 くこ とが意 識 の

バ ック ボー ンを な して い た 時 空 間 が,や

が て ひ とつ の時 代 構 成 を な す もの と して,

外 化 さ れて 将 来 み えて くるだ ろ う。

 そ れ は,「 言 語 論理(ロ ジ ック)の 優 位,

つ ま りは ロゴ ス(言 葉)を 中 心 と して 時

間 や 意 味 を 明確 にす る結 合 力 の これ ま で

た も って い た首 座 が,今 や 崩 れ つ つ あ

る」[STEINER,1972:PP.124-125] と

い う考 え 方 で あ り,他 方 で は,③ 知 覚 言

語 と④ 言 語 知覚 の再 認 識 と台 頭 にみ られ

る よ うに,日 を追 って 膨 張 す る事 実 や 感

覚 の 領域 に,言 語 記 述 や 言 葉 の フ レー ズ

の能 力 は,も は や及 びが つ か な い とい う

現 在 状 況 下 で の認 識 に基 づ いて い る。 こ

の よ うな 動 きは現 在 す で に認 識 さ れは じ

めて お り,文 字 とか言 語 論 理 に基 づか な

い考 え方 を 基 調 とす る地 域 に お け る 口承

文 学 とか 説 話 を は じ め精 密 科 学 や抽 象 芸

術 の ジ ャ ンル で も,そ の よ うな考 え方 は

再 認 識 さ れて きて い る。 これ は,図1の

③ か ら⑥,④ か ら⑥ へ む か うベ ク トル に

該 当 して い る。 以 下.③ の 知覚 の本 質 的

要素としての思考に準拠 し,視 知覚に焦

点を求めて,視 覚から思考への可能性と

限界,課 題の再認識へと,次 のように展

開 してみよう。

II.視 覚から思考へ

     視覚的思考の両義性

 目か らはいってくる全体的空間を言語

で忠実に説明しようとすればするほど,

しば しばぶつかるむつか しさは,い った

いなんだろうか。ここでは,視 覚的思考

への視覚を駆使 しての全体的 ・多義的接

近か ら,認 識手段としての 「視覚言語」

と,表 現手段としての 「非対象の対象」

という視覚的思考の両義性に多少なりと

もふれてみたい。

 1.「視覚言語」  M.C.エ ッシヤー

の場合4)

 オランダの版画家,M.C.エ ッシャー

写 真1-t 図 と地 の 知覚 反 転 モ チ ー フB

Sky and Water I(空 と水1)1938年

4) オ ラ ンダの版 画家M. C. Escherの 作 品 の写 真 につ いて 版 権 の 所在 は以 下 の とお りで す。

  Sky and Water I(写 真1-1), Horseman(写 真1-2), Reptiles(写 真2-1), Drawing

 Hands(写 真2-2), Belvedere(写 真3);Print Gallery(写 真4-1), Relativity(写 真4-

 2)以 上 はCollection of C.V.S. Roosevelt, Washington, D.C., USAに あ りま す 。 な お本論 文

 へ の エ ッシ ャー作 品 の掲 載 許 可 を ル ーズ ベ ル ト氏 か らい た だ きま した こ と,エ ッ シャ ーの作 品 

お よ び視 覚 言 語 に つ き ま して 朝 日新 聞東 京本 社 学 芸 部 坂根 厳 夫 記 者 の御 助 言 を い ただ い た こ と

 を銘 記 して,ル ーズ ベル ト氏 と坂 根 氏 の 御配 慮 に深 く感謝 申 し上 げ ます 。
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(M.C. EscHER,1898-・1972)の30年 も

前 の作 品 が,近 頃 各 層 で注 目 を浴 びて き

て い る。 彼 は,現 代 の 多元 的 ・錯 綜 的 価
                                            

値感をたんなる言語を媒介として表現さ
                       

れ う る外 界 の 見 え る世 界 で な く,む しろ ・

         り                                          

視覚の介在なしには見えなかった り,感
                         

知 しえない世界を 「芸術 と科学の間に橋

をかける彼独自の"視 覚言語"の 創造に

よって」[坂根,1976:p.71],幾 何学的

手法をもちいて 『構造的』に 「非透視図

写 真1-2図 と地 の知 覚 反 転  モ チー フC

     Horseman(騎 手)木 版1946年

     『朝 日ジ ャーナル』1976年,%-9号 よ り

写 真2-1 平 面 と空 間,オ リジナ ル とコ ピー の 知覚 反 転

      RePtiles(爬 虫類)1943年

モチ ー フD
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写真2-2平 面 と空 間,オ リジナ ル と

    コ ピーの 知覚 反 転  モ チ ー フE

    Drawing Hands(描 く手)1948年

的 で多 元 的 な 視覚 」[坂 根,1976=p.71]

か ら把 え直 そ う とす る。 そ の際,さ ま ざ

ま な 角度 か らな され る複 眼 的 な対 象 へ の

接 近 は,一 方 の 極 か ら他 方 の極 へ の 動 き
                                                        

や転換を視知覚の恒常性あるいは運動の
        ロ               

回帰 性 ・自律 性 を 前 提 と して 生 じ させ,

そ こに 位相 空 間 と もい うべ き,空 間 の 多

重構 造 が以 下 の4つ の 位 相空 間,8つ の

モ チ ー フ の う ちに 浮 きぼ りに され る。

 1)「 図」 と 「地 」の 知覚 反転 か らな る

位相 空 間(写 真1参 照)  対 象 と さ

れ る も の と 背 景 間 の 位 相  モ チー フ

は,A:サ イ クル を媒 介 と した 内 と外;

Encounter(め ぐ りあ い,1944年),B:上

と 下 を 媒 介 と し て;Sky and Water I

(1938年,写 真1-1),C:中 心 部 を媒

介 と して 上 と下 対 左 と右;Horseman

(1946年,写 真1-2)。

 2) 二 次 元 と三 次 元;平 面 と空 間;対

象 と被 対 象,コ ピー の な か の オ リジ ナル

と コ ピー等 々 の言 葉 で しか表 現 で き な い

知覚 反転 か らな る位 相 空 間(写 真2参 照),

写 真3 認 識 論 上 のパ ラ ドックス実 像 の 虚像

   化 と虚 像 の 実像 化  モ チ ー フF

   Belvedere(ベ ルベデー レ)1958年 、

D:サ イ クル を媒 介 と して;Reptiles(爬

虫 類1943年,写 真2-1),E:対 象 を媒

介 と して;Drawing Hands(1948年,写

真2-2)。

 3)実 像 の虚 像 化 を 前 提 と した 虚像 の

実 像 化;認 識 論 上 のパ ラ ドック ス と もい

うべ き 知 覚 反 転 か ら な る 位 相 空 間,

F:全 体 と して の 整 合 性 を 媒介 と して;

Belvcdere(1958年,写 真3)。

 4)複 眼 的視 座 の 同一 次 元 へ の 投影 か

らな る知覚 反 転 か ら生 じる一 種 の トポ ロ

ジー の世 界 で,「 日常 的 空 間座 標 で は 理

解 で きな い よ うな視 点 の変 化 が生 じ,一

瞬 観 察者 が 自分 の い る場 所 が ど 乙か わ か

らな くな って しま う」。 観 察 者 と対象 間

の複 眼 的 視点 間 の交 叉 が お りな す 位 相 空
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写 真4-1

複 眼 的視 座 の 同一

次元 へ の 投 影

   モチ ー フG

Print Gallery

(プ リン ト ・ギ ャラ

リー.1956年

写 真4-2

複 眼 的視 座 の 同一

次 元 へ の投 影

   モ チ ー フH

Relativity

 (相対性)1953年
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間(写 真4参 照)。G:内 の外 と外 の 内 の

ね じれ 的知 覚 反 転;Print Gallery(1956

年, 写 真4-1)プ リン ト ・ギ ャ ラ リー

の 建物 の外 側 にギ ャ ラ リー の 内部 が,ギ

ャ ラ リー の 内部 に外 部 の 景 色 が 描 か れ,

そ れ が ね じれ て い る。H:姿 な き 観 察

者 か らの複 眼 的 視 点 に よ る多 次元 の相 対

性;Relativity(1953年,写 真4-2)。

 2.非 対 象 の 対 象  ワ シ リー ・カ ン

  デ ィ ンス キ ー の場 合5♪

 M.C.エ ッ シbe.一一とは対 象 的 に,カ ン

デ ィ ンス キ ー の 作 品 は,マ ー レヴ ィ ッチ

の 「非 対 象 の世 界 」 とい う言 葉 が該 当す

る よ うに,対 象 を す べ て視 覚 を媒 介 に し

て心 に写 し と って しま って か ら,内 面 的

な必 然 性 か らな る固有 な精 神 の運 動 に し

たが い,「 魂 の 和声 楽 」 と して 音 ・音 楽

を媒 介 と して,抽 象 的世 界 の うち に対 象

を描 こ う とす る形 態 を とる。 「非 対 象 の

世 界 」 と もい うべ き志 向 性 をた ど る際 の

諸 形 態 は以 下 の二 つ に大 別 で き よ う。

 1) 旋 律 的 コ ンポ ジ シ ョン  明瞭 に

現 わ れ る単 純 な形 態 に従属 させ られ る 単

純 な コ ンポ ジ シ ョン;「 施 律 的 な コ ンポ

ジ シ ョ ンに おい て,対 象 的 な もの が 除 か

れ,そ れ に よ って そ の 根 底 に あ る絵 画 的

な形 態 が 露 わ に され る と,全 体 の 運動 に

役 立 って い る単純 な 幾何 学 的 形 態 とか,

簡 単 な線 の配 列 とか が あ る の が わか る。

・… ・・そ れ は 私 が 音 楽上 の 「休 止 符 」 と い

う名 称 を あ た え て い る一 種 の終 結 を形 づ

くる」[KANDINSKY,1958:P.151]。

 2)交 響 楽 的 な コ ンポ ジ シ ョ ン  多

数 の 形 態 か らな り,そ れ が さ らに,明 瞭

な あ るい は 隠 れ て い る主 な 形 態 に従 属 さ

せ られ る複 雑 な コ ンポ ジ シ ョ ン;「 交 響

楽 的 な原 理 をつ よ く暗 示 す る,比 較 的 複

雑 な"リ ズ ミカル"な コ ンポ ジ シ ョンは

… … や は り旋 律 的 な コ ンポ ジ シ ョン と き

わ めて つ よ く組 み あ わ さ って い る。 す な
               

わち対象的要素が遠ざか り,そ れによっ
                     の

て構成的な要素がヴェールを脱がされる

と,落 ちついた感 じ,静 かな繰 り返 し,

かなり均等な配分か らできているコンポ

写 真5 印象5(公 園),No.1411911年

    『美術手帖』1976年2月 号 よ り

写 真6 即興No.31909年

    『美術手帖』1976年2月 号 より

5) ワ シ リー ・カ ンデ ィ ンスキ ー(KANDINsKYN, Wassily,1866-1944)は モ ス コ ー 生 れ の 抽象 絵

 画 の旗 頭 の一一人 であ る。 彼 は対 象 を単 純 化 した り,デ フ ォル メ した りす る だ けで な く,"現 実

 的 な描 写 抜 き"に 対象 に"語 らせ る"こ とに よ って,全 面 的 に 対象 を除 去 す る こ とに成 功 す る。

 こ こ に彼 の表 現 主 義 を越 えた 抽 象 絵画 の 誕 生 をみ る。
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写 真7 コ ンポ ジ シ,ヨン8 1923年 カンディンスキー 『抽象芸術論』 より

ジ シ ョンが 現 わ れ て くる」[KANDINSKY,

1956:p.152]。

 この交 響 楽 的 な コ ン ポ ジ シ ョ ンは以 下

の 構 成 に 分類 で き よ う。

  i) 印象 一 「外 面 的 な 自然 」 か ら

う けた 直 接 の 印象 が素 描 的 ・色 彩 的 な形

態 を と って現 わ れ る もの(印 象5,公 園,

1911年 、 写真5参 照)。

  ii)即 興一 主 に無 意 識 的 な,大 部

分 は突 然 に 成 立 した 内面 的 性 格 を もつ精
                           の

神 過 程 の 表現,つ ま り 「内面 的 な 自然 」

の印 象(即 興No.3,1909年,写 真6参

照)。

 iii) コ ン ポ ジ シ ョ ンー 即 興 と似 た

仕 方 で,し か しきわ め て徐 々 に私 の 内面.

で 形 づ く られ るが,時 間 をか け,ほ とん

どペダ ンチ ック なま で に,最 初 の構 想 に

従 って私 に よ り検 討 され練 り上 げ られ る

表現(コ ンポ ジ シ ョン8,1923年,写 真

7参 照)。

 iv)象 徴 的 表 現 の 混 入  後 期 に な

ると,全 体的に心に写しとった対象を表

現する過程で,ふ たたびもとの具体的事

象へと部分的にではあれ回帰させる志向

性をたどる象徴的形態をたどるものが現

われる(円 と四角,1943年,写 真8参 照)。

 ここにカンディンスキーの絵画が認識

の仕方としてのエッシャーと決定的にこ

となって,い ったん知覚をとおして,生

きたまま全体的に認識 ・内面化された対

象の表出過程に出現するものであり,音

写真8 円と四角 1943年

    『美術手帖』1976年2月 号より
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あるいは音楽 という聴覚や触覚を媒介と

して,あ る内的必然性を備えて抽象の次

元までに高められた対象が,非 対象の対

象として描きだされてくる。

III.知 覚からの思考と 「言語知覚」

  1. 知 覚 内知 覚 間 関 係

 「視 覚 的 思 考 」 の 両 義 性 に か か わ って,

エ ッシ ャー と カ ンデ ィ ンス キ ー の 比 較 を

お こな った 場 合,皿 で も あ き ら か だ っ

た よ うに,認 識 領 域 と表 現 領域 も し くは

認 識志 向か 表 現 志 向か に よ って,視 覚 と

聴覚 お よび両 者 を補 完 す る もの と して の

触 覚 と い った 知覚 間 関係 が 異 な って くる

こ とに 気 が つ く。 ま た,こ れ ら諸 知 覚 に

よ って 媒 介 され た 言 語 ・物 ・「もの とみ

な され る もの」・行 為 ・イ メ ー ジ ・映 像 ・

音 ・音 楽,冷 熱 感 ・鋭 鈍 感 ・造 形 感 ・素

材 感等 々 も,認 識 志 向 か 表現 志 向か に か

か わ って,知 覚 間 ・知 覚 内 諸 関係 が 異 な

図2思 考 と知 覚 間 関 係
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って くることに気がつく。 ここでは,こ

れら諸々の対象を認識したり,表 現 した

りする時の回路をとお して,当 初の知覚

と思考の問題に戻ってみよう(図2参 照)。

 その際,こ こでは触覚をもって,た ん

に 「触覚空間」を構成するというだけで

なく,視 覚を媒介 とした触覚いわば視触

覚という意味で,二 次元か ら三次元,四

次元へと移行するなかで両知覚が描 く位

相空間としての 「造形的空間」, 先述の
               へ

身 心 欠 陥学 等 で あ つ か って い る視 覚 の 補

完 作 用 を なす 「触 覚 ≒ 視覚 」 空 間 とい う

広 が りを も った もの と考 え る。 以 上 の よ

うな 前提 に た って,こ こで は触 覚 に直 接

触 れ る こ とをせ ず に,触 覚 に よ って媒 介

と され る視覚 と聴 覚 の 思考 との対 応 に絞

って 考 え て み た(図2参 照)。

  2, イ メ ー ジ と言 語

 知 覚 と思 考 の テ0マ に沿 って,視 覚 的

思 考 につ いて 考 え る場合,現 実 対 象 を 媒

介 と して イ メー ジ と言 語 に よ って 描 か れ

る コ ピー と オ リジナ ル に つ いて ふれ な い

わ けに は い か な い 。 ロ ラ ン ・バ ル トは

『モ ー ドの体 系 』 の中 で,こ の 問題 に以

下 の よ うに言 及 す る。 モ ー ド雑誌 の 中 に

は種 類 の異 な る2種 の衣 服 が取 扱 わ れ て

お り,ひ とつ は 雑誌 中 に写 真 や デ ッサ ン
                  の        

で提 示 され て い る衣 服,つ ま りイメ ー ジ
                     

と して の 衣 服 で あ り,も う ひ と つ は,た

と え ば 「シ ェ ッ トラ ン ドの し な や か な ド

レ ス,バ ラ の 花 を さ した 革 の ベ ル トを ウ

ェ ス トの 上 に 」[BARTHEs,1967:P.13]

と い う よ う な,記 述 さ れ こ と ば に 変 形 さ

れ た(v黎ement一馗rit H v黎ement-ima-
                       

ge)書 か れ た 衣服 が あ る[BARTHES,1967:

PP.13-28]。 これ ら2種 の 衣服 の い ず れ

もは,表 現 しよ うと して い る《 オ リジ ナ
               う   コ    

ル 》 とい うべ き現 実 の衣 服 を とお して,
                            コ               コ    

同一 性 で は な く して,等 価 性 を 有 す る。
                                   コ

イメージとしての衣服は表象化された対
                                                                  

象に,書 かれた衣服を文字によって描写
e   e   り   0    

された対象に対応するとみなすならば,
                                    

イ メ ー ジ と して の 衣 服 は イ コ ンか らイ メ
     

一 ジ6)へ とい う ブ ロ ウの なか で 形 成 さ れ

るが故 に 「視 覚 言 語 」 と,書 か れ た衣 服
                             

はイメージか ら言語へというブロウをた

どるので 「言語視覚」と等価性を有する

ものとして両者の関係をみなすことが可

能となる。したがって,1一③の 「視覚言

語」と④の 「言語視覚」は現実の対象を
              

媒 介 と して等 価 性 を有 す る と考 え られ る。

こ こに 「知 覚 と思考 」 を め ぐる問 題 は オ

リジ ナル と コ ピー お よ び そ の知 覚 反 転 の

可 能 性 と限 界 にか か わ って,「 視 覚 的 思

考 」 を め ぐる 「視覚 言 語 」 と 「言 語 視覚 」

とい う課 題 の再 認 識 へ と移 行 す る。

  3.知 覚 の反 転  そ の可 能 性 と限

   界,課 題 の再 認 識

 M.C.エ ッ シ ャー の 「爬 虫 類 」 や 「描

く手 」(写真2-1,写 真2-2参 照)に み

られ る よ うな,オ リジ ナル と コ ピー の 知

覚 反 転 は いつ で もお こ り うる のだ ろ うか 。

彼 の場 合 は,少 な くと も現 実 対 象(実 像)

と物 の コ ピー を さ らに 三 次元 の版 画 に彫

りつ け る とい うオ リジナ ル の コ ピー と コ

ピー の コ ピー とい うか た ちの な か で,こ

の知覚 反転 を み る ことが で きた。 近 年 い

われ るゼ ロ ック ス ・アー トや 映 画 の場 合
                   

も,こ のような知覚反転が容易におこな
                                         

わ れ る の は,コ ピー の次 元 で の オ リジナ

6) ロ ラン ・バ ル トは,イ メ ー ジ と して の 衣服(v騁ement-image)を 表 象 化 され た 対 象(1'objet

 repr駸ent�)に,書 か れ た衣 服(v黎ement一馗rit)を 文字 に よって 描 写 され た対 象(1'objet d'馗rit)

 に,対 応 す ると み なす[BARTHEs,1967:p.28]。
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    コ                           コ

ルとコピー間の関係であることに留意 し

なければな らない。したがって 「視覚的

思考」の対象把握をめ ぐる課題には以下

の二方向性を見ることができる。第一に,

対象の全体性に留意 した対象把握は,ひ

とたび対象を概観 して内在化してか ら,

あらためて自己の内側で内在化されたも

のを,抽 象化されたある種の整合性のう

ちに描いてみせる対象把握であり,こ れ

は 「非対象の対象」把握ともよべるもの
                            

で,《 構造》的表象対象把握と言えるか

もしれない。 これとは別に,い かに現実

対象に光をあて,対 象を多次元的に把握

し,視 知覚を媒介として対象を描写対象

把握するかという複眼的コピーの方式が

あり,ゲ シュタル ト的視知覚認識方式 と

いえるものである。写実的手法を用いて

多次元的にコピーされた現実対象は,も
          り                

は や そ の 背景 を失 い,コ ピー の な か で,

コ ピー の コ ピー とオ リジ ナル の コ ピー が

自由 に む す び つ き,互 い に離 れ あ う。 こ

れ ら視覚 的思 考 の両 義 性 にの っ と って把

握 され た2つ の 次 元 の異 な る対 象 は,現

実 対 象 を 媒介 と して のみ 互 い に 等 価 性 を

もつ にす ぎな い し,思 考 のブ ラ ック ・ボ

ック スの 中 を 互 い に交 る こと な く通 過 す

るに す ぎな い 。 た だ言 語 的 思 考 が そ の 論
                         

理整合性のもとに見える世界の記述にと

どまり,「 生きた」全体整合性に到達す

るには十分でないこととあわせて考える

ときのみ,自 己の内側に写 しとられた対

象を音 ・音楽を媒介として抽象絵画のな

かに対象化 して くるというカンディンス

キーの対象把握をめ ぐる方法が,自 己に

投げかけられる問題として再認識される

だろう。その意味で,現 代音楽の旗手の

1人 である武満が,西 洋 と東洋を音楽を

とおして,音 楽の二相をなすものとして,

『樹 の鏡 』 と 『草 の鏡 』 に以 下 の よ うに

象 徴 させ て い る こと に留 意 し て み よ う

[武 満,1975,PP.14-32]。

 1)樹 の 鏡 とい うべ き相;音 楽 技 術 が

記 号 に体 系化 さ れ,誰 に よ って も演 奏 で

き る運 搬 可 能 な 音楽 で あ る。 音 符 に よ っ

て記 譜 法 が 確 立 され た 当 然 の帰 結 と して,

普 遍 化 され,そ れ を 普及 す る天 才 と天 才

を支 え る土壌 を 突抜 け て立 つ1本 の 樹 か

らな る 「樹 の 鏡 」 と もい うべ き西 欧 音 楽

の相 がみ られ る。

 2)草 の 鏡 と もい うべ き相;邦 楽 の な

か で の音 の よ うに,一 音 一 音 が磨 き こま

れ,際 立 つ こ とで,か え って音 階 は希 薄

に な り,音 そ の もの が無 に等 し く自然 の

音 とみ わ けが つ か な くな る。 そ の よ うに

そ の所 属 す る音 階 を 拒 む 属性 を もつ が 故

に,特 定 の 土地 と時 間 を す ま い とす るそ

こか ら動 か す こ とは 不 可能 な音 楽,い わ

ば草 原 の草 の よ うに 生 え 育 って き た非 西

欧 の 音楽 の 相 が み られ る[武 満,1975:

pp.64-131]。

 か ず かず の上 記 の よ うな 「草 の鏡 」 に

自分 の姿 を写 して み よ う。 そ こに は 「樹

の鏡 」 に写 し出 され た 自分 の 姿 の コ ピー

が コ ピー され るか も しれ な い 。 そ の時,

対 象 は そ の先 住 す る背 景 お よ び前 提 条 件

を欠 落 させ て 媒 介 とな り,媒 介 は対 象 と

な るだ ろ う。 そ して,そ こで はM.C.エ

ッ シ ャー の い う知 覚 の 反 転 に よ る位 相 空

間 の織 りなす 多 重 構 造 の な か に,カ ンデ

ィ ンス キ ー の 「非 対 象 の 対 象 」 が展 開 さ

れ るの か も しれ な い。
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